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世界初の歯周組織再生医薬品です。

遺伝子組換えヒトbFGF※（塩基性線維芽細胞増殖因子）製剤です。

エナメルマトリックスデリバティブ（EMD）対照比較試験の主要評価項目である新生
歯槽骨の増加量において、EMDに対するリグロスの優越性が認められました。

（6〜14頁参照）

歯槽骨、セメント質及び歯根膜の新生を促進し、結合組織性付着の形成を促進させ
ます。（in vitro、in vivo）
� （20〜26頁参照）

本剤は用時溶解型のキット製剤で、適度な粘稠性を有する外用液剤です。

主な副作用として、尿中アルブミン陽性、尿中NAG上昇、尿中β2ミクログロブリン
上昇（1％以上）、AST上昇、CRP上昇、ビリルビン上昇、CK上昇、ALT上昇、LDH上昇、
尿糖陽性、リンパ球増多、好中球減少、総蛋白上昇（1％未満）が報告されています。
電子添文の副作用及び臨床成績の安全性の結果をご参照ください。

（5頁、18頁参照）
※bFGF：basic	fibroblast	growth	factor

製品の特性
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